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■ 先日発表された08年1月の日本製SPE（半導体製造装置）の受

注高（3カ月移動平均値）は、前月比4.4％減、前年同月比

35％減で、BBレシオ* は07年12月の0.99から0.91へ0.08低下

した。また、北米製のSPEについては、受注高が前月比3％減、

前年同月比22％減、BBレシオは07年12月の0.85（前回速報で

は0.89）から0.89へ0.04上昇（SPE受注高、BBレシオとも1月

は速報値）。

■ 半導体製造装置メーカーの08/3期3Q（10-12月）の受注高は

東京エレクトロン（8035）が前四半期比17％増、ディスコ

（6146）が同6％増、アドバンテスト（6857）が同26％減と

なった。半導体メーカーのテストコスト削減の煽りを受けた

と想定されるアドバンテストの不振が目立つ。DRAM価格につ

いては昨年来下落基調を歩んでいたが、メモリメーカーの生

産調整による需給改善を受け足元では回復の兆しも見られる。

とはいえ、新規アプリケーションの量産タイミングや半導体

メーカーの設備投資の本格回復には依然不透明感が強く、

09/3期も装置メーカーにとって予断を許さない状況が続きそ

うだ。

（*BBレシオ：Book to Bill Ratio、装置の販売額に対する受注額の割
合。1を超えれば受注が強く、好調な状況を示す。）
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